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◆動画研修「虐待防止研修・身体拘束適正化」を配信しています 
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にこっと、ＨＯＴ！ 

第２７回がまだす大会を開催しました 

（社会福祉法人 島原市手をつなぐ育成会） 
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On The Frontline ～ 前線に立つ ～ 

小さな事業所でも必要な人がいる。 

地域の人との繋がりを大切に！ 
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先月号でも掲載していますが、令和３年度の制改正で、 虐待防止推進と身体拘束等適

正化から、一部で努力義務とされていた事項がありましたが、令和４年度からは次の全て

の事項について義務化されています。 

・従業者への定期的な虐待防止研修の実施  

・虐待防止委員会の定期的な開催と委員会での検討結果の従業者へ周知徹底 

・虐待の防止等のための責任者の設置 

・従業者への定期的な身体拘束等適正化についての研修の実施  

・身体拘束等の適正化のため対策を検討する委員会の定期的な開催と委員会での検討

結果の従業者への周知徹底 

・身体拘束等の適正化ため指針の整備 

※虐待防止の取組で身体拘束等適正化について取り扱う場合には、身体拘束等の適正化  

に取り組んでいるもとみなされます。  

なお、令和４年度の全面義務化により、これらの取り組み（各事業所の運営規程に掲載

済）が満たされていない場合は、基本報酬から身体拘束廃止未実施減算として 1人あたり

５単位／日が減算されることになっているため、研修の実施記録についても作成しておく

必要があります。 

大阪市の事業所協議会では、これまでの努力義務から義務化に変更された事項のうち、

「従業者への定期的な虐待防止研修実施」と「従業者への定期的な身体拘束等適正化につ

いての研修の実施」は、小規模な事業所だけでは取り組みにくいこともあり、事業所協議

会で研修動画の配信を実施しています。 

今回の動画研修は、栃木県主催の虐待防止研

修でも講師をされている（一社）全国手をつな

ぐ育成会連合会の副会長であり、（一社）栃木県

手をつなぐ育成会の会長でもある小島 幸子 

氏に家族からの立場も踏まえ、「当事者家族の

声を聞く～根底にあるのは人権擁護！本人中

心～」をテーマに、虐待防止ならびに身体拘束

等の適正化について解説していただきました。 

研修については、小規模な事業所では取り組みにくいと意見もあり、近畿ブロックの事

業所協議会の皆さまにも動画を提供しました。 

※ 研修動画（７２分）ＵＲＬ（配信期限：令和５年３月３１日まで）       

  https://youtu.be/L7KWah400w8 

          （社会福祉法人 大阪市手をつなぐ育成会 飯塚 聡） 

 

 

動画研修「虐待防止研修・身体拘束適正化」を配信
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https://youtu.be/L7KWah400w8


【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.148（毎月発行） 

 

４  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.148（2023 年 2 月） 

 

 

 

 

「にこっと、ＨＯＴ！」障害福祉の現場ではついつい厳しい話も多くなってしまいがち

です。しかしよくよく見ると毎日の現場では笑い声が絶えません。ついニヤニヤしてしま

ったり、ほろっとすることが日常の中に隠れています。 

第２回目は長崎県島原市からです。 

 

 

 

 

 

長崎県の東部に位置する島原半島には、雲仙普賢岳を取り巻くように３つの市（島原市・

南島原市・雲仙市）があります。 

今回ご紹介する「がまだす大会」とは、島原半島にある３つの市の障害福祉に関わる人

たちが一体となる大会です。大会名称にある「がまだす」とは九州北部地域の方言で「が

んばる」を意味する言葉です。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大会は１９８５年（昭和６０年）１２月に、障害のある人たちの理解促進を目的に「障

害者の日記念マラソン大会」として、島原城周辺をコースに仕立ててスタートしたものが

前身になります。当時は島原市手をつなぐ育成会が主催し、市内の２団体の協力で、市内

小学校にも呼びかけをして、オープン参加で児童を受け入れて実施しました。当時は予算

もないため、選手の全てのゼッケンは育成会のお母さん方の手作りであり、ミシンで縫い、

油性マジックで番号を書き、約６００枚を作っていただきました。 

年々、島原半島の３市域から共催する団体も増え、毎年の開催をしていく中で、開催日

を参加選手の体調を考慮して１２月開催から４月開催に変更したり、コースを交通量が多

第２７回がまだす大会を開催しました 

社会福祉法人 島原市手をつなぐ育成会 

（長崎県 島原市） 
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い島原城周辺コースから安全確保のため島原市営陸上競技場へ変更したり、障害の重い人

たちを中心とする大会に変化していく等して、「がまだすマラソン大会」に名称も変更し

ました。マラソン大会と言っても、障害の重い人たちが中心に参加するため、走行距離も

５０ｍ、１００ｍ、２００ｍ、４００ｍ、８００ｍ、１５００ｍと比較的短い距離で設定

をしていました。短い距離といっても障害の重い人たちにとっては、５０ｍであっても大

きな挑戦になります。数分かけて必死に走る姿、その姿を応援する仲間たち、職員、応援

者が一体となり会場は感動に包まれる大会でした。 

このような形態で約２５年間続きましたが、全国的に拡がった新型コロナの影響もあり、

２０２０年度（令和２年度）は中止となりました。それでも翌年度には、共催団体の職員

で組織する実行委員会で、「コロナ禍であるが、利用者の皆さんが楽しみにしている。何

かやろう」という皆さんの情熱もあり、本人発表とオンラインによる５０ｍタイムトライ

アルを実施しました。 

今年度は、さらに２団体が増えて島原半島の３市域の１２団体で実行委員会を組織し、

「第２７回がまだす大会」を実施しました。 

２０２２年度（令和４年度）は、テーマを「みんなでつながる島原半島」として、交流

が難しいコロナ禍でもあることから、１１月１８日（金）に島原市福祉センターでの参集

とオンラインにより開催するといった変則的な開催となりました。 

第１部は会場にて本人発表をしました。島原半島の雲仙市・島原市・南島原市の福祉関

係者をお招きし、３市域から各 1名の合計３名の本人さんから直接、生活の様子や将来の

こと、法人に対する要望等の生の声を出していただき、聴いていただきました。 

第２部は、オンラインで各事業所をつなぎ、玉入れタイムトライアルやアトラクション

の発表を行いました。オンラインでありましたが、利用者・職員とも画面を通してお互い

交流しながら応援をしあい、新鮮な体験でもありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

準備を進めるにあたり、各事業所の代表で組織する実行委員会では、管理者・ベテラン

職員・中堅職員・新人職員と役職も経験もバラバラでしたが、団体の枠を超えて同じ目的

に向かい、皆さんが自由な発想で話し合い、実践していただきました。新たなことを実施

するためには多くの課題もありますが、参加団体も増えてきており法人や職員間の交流の

場になりました。 

まさに、テーマの「みんなでつながる島原半島」 そんな大会です。将来的には、島原

半島の障害福祉を底上げする活動になればとも期待をしています。 

（社会福祉法人 島原市手をつなぐ育成会 統括管理者 菅 敏洋） 

 
【車いすダンスの発表の様子】 
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「On the frontline －前線に立つ－」では、障害福祉を前線で支える「人」に

スポットライトを当てます。全国各地で障害福祉に携わり奮闘されている皆さん

にお話を伺い、その活動を広く皆さんに伝えていく企画です。今回で１２回目とな

ります。 

今回ご紹介するのは武川 広子さん。岡山県津山市加茂町にある、ＮＰＯ法人か

も・かけはし 就労継続Ｂ型事業所「輪輪かけはし（りんりんかけはし）」の管理

者をしていらっしゃいます。初めて女性の対談者です。 

津山市は人口が約１０万人弱。岡山市の北に位置し、ＪＲ津山線の快速で１時間

３０分。かつては美作（みまさか）と言われていた歴史ある地域。そこから更に津

山からＪＲ因美（いんみ）線で美作加茂（みまさかかも）まで３０分、あと少しで

鳥取県という山に囲まれた人口約３,７００人の加茂町に「輪輪かけはし」（加茂福

祉センター内）があります。事業所での主となる作業は、天然酵母のパンの製造販

売。月に５回程焼いて、加茂町内の病院・施設への販売や、津山市内の事業所や施

設に販売をしているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特定非営利活動法人 かも・かけはし 

就労継続Ｂ型事業所「輪輪かけはし」 

  管理者 武川 広子 さん 

 

 

【松﨑】 それではまず、武川さんご自身のプロフィールを教えてください。また、

この仕事に就くきっかけは何だったのかお話しいただきたいと思います。 

【武川】 はい、よろしくお願いします。 

私は、１９６１年に当時の広島県 比婆郡 東城町（現：広島県 庄原市 

東城町。「ヒバゴン」で有名になりました。）の生まれです。高校までは東

城で育ち、保育士になるために、新見女子短期大学（現：新見公立大学）

の第１期生となりました。その新見女子短期大学の１年生の実習の時、津

山では大きな知的障害者施設である「津山みのり学園」へ実習に行きまし

 ～前線に立つ～ 

第１2 回 

小さな事業所でも必要な人がいる。 

地域の人との繋がりを大切に！ 
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た。そこでの実習体験がとても面白く、就職したいと思ったことがこの仕

事に就くきっかけとなりました。 

【松﨑】 そうですか。保育園の先生になりたいと思って障害者施設で実習したこ

とが発端だったんですね。 

【武川】 はい。ただ、私が卒業するときには職員の募集がなかったので、１年勉

強をしようと思って、岡山大学教育学部の臨時養護学校（精神薄弱教育）

教員養成課程に入学し修了しました。その後に津山みのり学園に就職を

しましたが３年勤めて、結婚・出産のため退職しました。ちなみに主人と

は職場結婚で、主人は定年までみのり学園に勤めました。 

現在、主人は「輪輪かけはし」に週３回程手伝いに来てくれています。

私は息子・娘を出産して津山で生活していましたが、主人の実家がある加

茂町に息子が６歳の時に帰りました。実家には義父と義母がいました。 

そこでは家の目の前に出来た整骨院

の受付を午前中、１２年間勤め、その

後、縫製会社の事務の仕事をするよ

うになりました。この時にパソコン

を習ったり、ダイレクトメール作り

をして、かなり事務関係の仕事がで

きるようになりましたね。 

【松﨑】 ご主人のご実家のある場所が津山市加茂町、今の輪輪かけはしの場所と

いうことですね。輪輪かけはしとはどうして繋がったのでしょうか。 

【武川】 しばらく事務の仕事をしていましたが、ずっと続けるのかと迷っていま

した。その頃、作業所が職員を探していると知り合いから聞き、現場の仕

事からずっと離れていたのでかなり悩みましたが、親しくしていた児童

館の先生に勧められたこともあり、勤めることにしました。それが２００

７年（平成１９年）９月でした。 

【松﨑】 地域の中で子育てをしながら、地域の繋がりがたくさん出来ていたとい

うことでしょうか。 

【武川】 はい。地域の活動は母親クラブでの活動や、子どもが小学校に入るとＰ

ＴＡの役員を務めたり、教育委員をさせてもらったりと地域の方との関

りが大きかったですね。入職する前に、前任の方が倒れ、とても大変な時

だったので、どうしようか悩みました。あと大きな決め手は、占いでたま

たま見てもらった時、この方面の仕事は大丈夫だと言われたことも入る

決心になりました。 

【松﨑】 決め手が占いという話は初めて聞く話なんですが、ちょうどそのタイミ

ングだったんでしょうね。でもそれから１４～５年、継続されてきたとい

うことはこの仕事があっていたのではないでしょうか。その当時の事業

所はどんな状況にあったんですか。 

 
【輪輪かけはしの外観】 
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【武川】 利用者の方は６～７名前後で、ＮＰＯ法人格を２００６年（平成１８年）

に取ったばかりでした。２０１１年（平成２３年）に就労継続支援Ｂ型事

業所となりましたが、それまでは民営の作業所として補助金をいただいて

運営していました。 

理事長がいて、職員は私一人で

利用者の方たちを支援していまし

た。現在は、正規職員は２名、臨時

の職員が５名います。職員は常時

３名はいるようにしています。利

用者登録は１３名となっています。 

【松﨑】 法人格をとってから５年間は、法内事業に移行されていませんが、岡

山県での補助金の金額は当時どのくらいだったでしょうか。人数的なも

のは何か制限がありましたか。 

【武川】 補助金は年間およそ３００万円で。人数は関係なかったと思います。そ

の補助金はほぼ職員の給料になっていたと聞きました。それではやって

いけない状況でしたので、早めに法内事業へ移行したい思いはありまし

た。 

前年の２０１０年（平成２２年）に移行する予定でしたが、手続きが大

変だったり、いろいろと細かいことを言われてなかなか進められずに結

局、１年後の２０１１年（平成２３年）に移行する形になりました。 

身体障害向けの事業所は１０キロ以内にあるからと、３障害を規制され、

利用者は精神と知的となったり、２０名定員でないといけないと言われ

たりと・・・。その後、やっと僻地扱いで１０名以下でも良い形になった

りしましたが、いろいろ大変でしたね。 

【松﨑】 その時の手続きは県の方へ出されたのですか。地元の行政は関わってく

れなかった？その辺の経緯はどうだったのでしょう。 

【武川】 そうですね。最初、作業所を立ち上げる時に理事長と町の関係があまり

うまくいっていなく、協力が得られなかったようです。理事長の弟さんに

障害があり、みんなの居場所を作ろうとして作られたのが始まりです。た

だ、地元の行政の方に嘆願したのですが、協力を得られなかった為、県に

相談して開所することが出来たようです。その時から育成会の会員であ

ったと聞いています。 

【松﨑】 そうでしたか。さて現在はどのような方たちが利用されているのでしょ

うか。また地域に障害福祉サービス事業所はどのくらいあるのでしょう。

天然酵母パンをやっているとか、少し説明お願いします。 

【武川】 基本は知的障害の方ですね。精神の方は重複の方がいらっしゃいます。

津山市内には就労継続支援Ｂ型だけでも２０カ所ぐらいは事業所があり

ます。 

 
【輪輪かけはしでの作業場面】 
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新しい利用者の方は２年くらい入所されていませんが、支援学校の方や

引っ越しをされてきた方が新しい方ですね。現状、送迎はしていません。

近隣の方が多く、徒歩・バイク・車など等で通われています。 

「かけはし きんちゃい屋」として天然酵母パンのお店を出しています。

パン屋の仕事は前日の仕込みと・当日の成形などをしています、パン屋の

みの仕事に来られている精神障害の方が一名おられ、その方と職員３名で

パンを作っています。パン販売の日は朝４時出勤ですが、月に５回程度な

のでどうにかやっています。（職員２名は臨時の方でパン屋専門で来てい

ただいています。）レジや洗い物・接客は販売の日に当番で利用者の方が

行っています。パンは予約と販売で行い、病院関係などの予約が多いです。

その他は事業所や社協関係などで販売しています。 

利用者の年齢は一番上の方は７０代

で、基本的には４０～５０代が多いで

す。２０代２名、３０代はいない状況

なので、平均年齢は高いですね。 

工賃はパンの早出手当がある方は、

月に約３万５千円で、他の方は約１万

５千円です。このくらいの工賃でした

ららこちらの地方ではいい方だと思い

ます。 

【松﨑】 パンに関わって３万５千円、パンに関わらなくても１万５千円の工賃は

頑張っていらっしゃるのでは。 

では、今後の将来のことを含めて、課題をお聞かせください。武川さん

は管理者として事務全般、対外的なこともされていると思いますが、事業

としては今後どういう展開を予測されていますか？ 

【武川】 理事長の不在が多かったため、兼管理者を４～５年くらい前からするよ

うになりました。 

事業の予測もしたいですが、親御さんも高齢になるし、一人暮らしの方

も２名いて、だんだんと保護者と一緒に住むことが出来なくなってきて

います。みんなで住めるような場所を作りたい希望はあります。空き家も

場所もあるけれど、なかなか進みません。私が退職するまでには何とかし

たいと思っていますが・・・。 作業面的にはみんなが出来る作業がある

と嬉しいですね。 

課題としては、若い職員さんが欲しいです。状況をある程度わかってく

れる、経験がなくても状況に対応できる人がきてくれたらと思います。作

業面ではパンがなければ収入が少ないので、それを引きついでくれる方。

作業のことでいうと、内職(軽作業)が少ないので、納期など関係なく出来

る仕事があると嬉しいですね。 

 
【かけはしきんちゃい屋の外観】 
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【松﨑】 職員不足はどこでも抱えている課題かと思いますが、そちらでもやはり

難しいのですね。長年の経験を経た上で国の施策など言いたいことはあ

りますか。 

【武川】 施策で言うと、国や行政で新たな動きがあるたびに、事務量的な課題が

増えてきています。虐待防止関係も含め、私たちのような小さな事業所で

は、自分たちで昇華できなくなることが多いと感じています。 

整備していくことはとても大切なことですが、現場でどのように周知し

ていくか、考えていかなければならないことも多く、葛藤があります。国

や行政はもっともな正論を言われていますが、現場のことをどのくらい

分かってくれているかも気になります。 

確かに利用者の方にとっては良い方向へ向いているのですが、小さな事

業所の職員にとっては事業を回すことが出来ずに、首を絞められている

ようにも感じます。そういうところを上手くできないかなと思っていま

すね。 

【松﨑】 そうですね。大きな法人は対応できることでも、小さな法人や事業所で

は大変なことも多いというのが実情ではないでしょうか。これは全国で

起きていることですね。国はそこそこ大きな社会福祉法人などを相手に

して施策を立てている、小さな法人は合わせていくだけでも大変で、施策

に関しては小さくても大きくても対応していかなければならない。運営

規定を変えて、作り直したは良いが、それを回していくことで日々大変と

いう現実がありますね。 

【武川】 はい。それに人口も減少してきています。これからは近くにある法人と

一緒にならなければ継続できないのではという課題もありますし、考え

ることは本当に多いです。 

【松﨑】 最後に、武川さんがこれだけは皆さんに伝えたい、これを大事にしたい、

訴えたいところを教えてください。 

【武川】 訴えたいこと、そうですね。色々と輪輪かけはしに入るきっかけなどを

考えていた時に、高校時代に障害児施設のお手伝いに行ったことを思い

出しました。そこは今思えば重度の知的障害者の方が多かったように思

います。自分で身の回りのことが出来ない人が多かったようにも思いま

す。と言うより、そういう児童は自分で出来ないと思われていたように思

いました。 

小さい時から、きちんと分からないなりに、色々なことを教えていくと

出来るというのが今の時代なのかなと思います。出来ないからさせない、

しない。ではなくて、誰でも出来る能力は持っていると思います。それを、

どのようにしていくかは保護者や支援者の力なのかなと思います。 

私自身、ここの仕事中心に１５年やってきましたが、皆、いろんな家庭

を持っています。私も主人や家族の協力がかなりあり、家のことを心配し
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なくても出来たので、そうでなければこういう仕事は難しいかなとも感

じています。 

でも、続けていると、すればするだけのことはあるので、みんなと繋が

り、やりがいにもなります。繋がりができるとほっとけない、踏み込んだ

らいけないところかなと思うこともありますが、これがうちのやり方か

なとも思ってやっています。 

いろんなところに当てはまるとは言えませんが、地域の人との繋がりを

大切にすることでやってこられたと思っています。現在は民生委員もさ

せてもらいながら、地域とつながりご家族の皆さんとの関わりもスムー

ズにいっています。輪輪かけはしが拠点で、津山市加茂町親の会を作って

いますが、これも今は名前だけになりつつありますが、繋がりは続けてい

けたらと思います。 

国に言いたいことは、こんな小さな事業所でも必要な人達がいる。こん

な小さな事業所でも上手く運営できるようにして欲しいと思っています。 

【松﨑】 全国には武川さんのところのような地域がたくさんあります。地域活動

支援センターで頑張っているところもあります。人口の多いところには

大きな施設も必要ですが、地方では必ず、武川さんのところのような施設

が必要です。 

障害福祉にどう踏み込んでいくか、障害者の有り様や多様性、人権も含

め、小さな事業でどうこなすか。私たち全国協議会としても考えていかな

ければならない課題と思っています。 

この対談で、人と人、地域との繋がりを大切にされている、武川さんの

温かさ溢れる思いが伺えました。また、武川さんはこの企画、On the  

frontlineで初めての女性の登場となりました。 

地域での繋がりを大切にして、これから頑張っていただきたいと思いま

した。どうぞよろしくお願い致します。本日はありがとうございました。 

            （全国手をつなぐ事業所協議会 理事長 松﨑 伸一） 
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盛岡書房 

〔特定非営利活動法人 いわてパノラマ福祉館〕 

（岩手県 盛岡市） 

盛岡書房からの未来 

盛岡書房は、雫石川と北上川が交わる

河川合流地点からほど近く、第１９代内

閣総理大臣の原 敬（はら たかし）氏が

生まれた盛岡市 本宮（もとみや）にて就

労継続支援Ｂ型が営むオンライン古書店

です。 

盛岡市は書籍との関わりが深く、数々

の作家を生み、２０１７年（平成１９年）

の総務省が行った家計調査で、１世帯当

たりの書籍の年間購入額が全国で１位、

東北地方でも２００７年（平成９年）か

ら１０年連続１位を獲得したこともあり

ます。また、古くから学問を尊ぶ気風が

あり、明治初期の盛岡藩は経済が困窮し

ていたにも関わらず、庶民に向けた藩校

「作人館（さくじんかん）」をつくり、読

み書きなどの様々な教育に熱心な土地で 

もありました。この盛岡藩の、貧富にかかわらず多様な人材を育て積極的に

人を活かす姿勢は、まさしく現代に受け継ぐ多様性であり、私たち盛岡書房

が目指しているものです。 

「未来」を編集する 

書店業務の中から就労に必要な諸種の知識やスキルを集め、自身が目指す

べき未来の形にまとめていきます。 

１．自身の成長をデータやグラフで管理 

盛岡書房では作業工程を１１行程にする事で、一人一人の特長、技術、勤務

日数に合わせて段階的に仕事を行っています。利用開始からデータベースに

内容を細かく登録し、最適な作業ポジションを割り出します。成長速度には

個人差があるので着実に前進できるよう、技術指導と生活指導を徹底して行

います。モニタリング（一定月の個人面談）にて蓄積されたデータをもとに自

身の成長を目に見える形で確認していただきます。 

 

 

 

 
【事業所外観】 

 
【膨大な数の書籍】 
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２．コミュニケーション能力や自己解決力 

利用時に皆さんに共通していることは〝他者とどう接していいかわからな

い〟〝何を話したらいいのかわからない〟など、コミュニケーションの苦手

さを感じていることです。盛岡書房では作業状況の確認など行った後に作業

を開始します。その中で不明な点を周りと関わりながらどう解決していくか

を、実践的に身に着けられるようアクティブラーニングを通して〝自己解決

力〟の向上と〝思考の柔軟性〟を養える場を提供しています。 

３．職場実習から身につく実践スキル 

企業実習で評価される１６項目を、

日々の業務内で重点的に強化していきま

す。特に社会に適応するために必要な能

力である、〝基本的社会スキル〟の習得

を目指し、習慣化する事で就労へとつな

がるサポートを行っていきます。〝個性

〟を活かしながら自身に合った職種や働

き方を目指す事が、今後の生活をより充

実させ、〝生きる力〟を習得する事が、

自分自身を肯定する第一歩となれるよう

に共に考えながら課題解決へと歩んでい

きます。 

（特定非営利活動法人 いわてパノラマ福祉館 

盛岡書房 管理者 高舘 美保子） 

 
【本の仕分けをする作業】 

 
【破れや汚れを確認する作業】 

 
【書店業務からスキルを習得】 

 
【クリーニングをする作業】 

 
【注文を受け付ける作業】 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.148（毎月発行） 

 

１４  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.148（2023 年 2 月） 

 

 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.148（毎月発行） 

 

全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.148（2023 年 2 月）  １５ 

 

 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.148（毎月発行） 

 

１６  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.148（2023 年 2 月） 

 
 
 

２０２３年となり、私たち障害者福祉事業者にとって今年はどんな年にな

るのでしょうか。いくつか気になる点を挙げてみたいと思います。 

１．物価高 補正予算成立後に「物価高騰対策支援」として一時給付、「臨時

特例交付金」や「ベースアップ等支援加算」による賃金３％アップを実施し

ました。しかし、物価高騰は更に進み、賃金についても５％以上のアップを

民間にお願いしている状況です。当然国は民間に範を示すべく、社会福祉事

業の公定価格を見直すものと受け止めていますが、何も聞こえてきません。 

    ２．インボイス制度 １２月の税制改正大綱で「２割特例」が設けられまし

た。課税事業者になるならしばらく優遇するというものです。消費税の性質

を考えれば、いつまでも免税なのがおかしいというのは正論ですので、申告

納税すべきだと思いますが、利用者への分配を保つためにはしっかり準備す

る必要があります。 

とりあえず２点を挙げましたが、コロナもどうなるか分かりませんし、何

より来年のこの時期には、２０２４年（令和６年）４月からの報酬改定案が

示されます。これらのことを考えると、今年も大変だなぁと暗い気分になっ

てしまうので、直面する事に一つひとつ取り組んでいこうと思います。 

（東海・北陸ブロック 遠藤 洋輔） 
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